
三
、
天
上
の
腿
史
に
つ
い
て
、
瀞
と
入
。

四
、
天
上
の
腿
吏
に
つ
い
て
、
時
と
永
蓬
Q

五
、
ユ
ダ
ヤ
族
の
濯
命
〇

六
、
ク
リ
ス
ト
激
と
駆
史
。

七
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
．
ス
ム
。

八
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
終
末
と
ヒ
ュ
～
マ
ニ
ズ
ム
の
危
纏
、

九
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
一
二
と
ヒ
ユ
ー
岬
こ
一
ズ
ム
の
危
機
、

　
ヂ
の
崩
壌
。

十
、
進
歩
の
…
確
説
と
歴
史
の
ゴ
、
ル
Q

（
エ
ピ
ロ
～
グ
×
生
へ
の
意
志
と
文
化
へ
の
意
志
Q

既
の
申
、
本
論
の
十
章
は
、

機
絨
の
出
現
。

入
闘
の
イ
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
九
一
⊥
一
〇
年
に
モ
ス
コ
ー
の
濃
州
万

化
胞
朗
ア
カ
デ
ミ
ー
に
於
い
て
な
迂
れ
た
講
演
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

エ
ピ
ロ
ー
グ
の
み
は
、
　
一
九
二
二
年
に
附
加
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
は
著
蒋
定
芽
の
云
ふ
と
こ
ろ
に
從
へ
ば
彼
の
「
腿
隻
蛎
趨
・
構
想
の
本
質
酌

要
素
を
な
す
も
の
で
あ
る
」
と
云
ふ
。

　
少
く
と
屯
私
由
叫
身
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
・
璽
霞
が
蔽
圃
め
て
『
q
Φ
曲
。
・
二
士
。
び
で
あ

り
銘
3
話
鴇
9
馨
な
亀
の
で
あ
る
だ
け
に
．
，
そ
の
魅
力
に
引
き
づ
ら
れ
て
む
し

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ろ
讃
ま
さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
。
英
噸
籍
の
繹
文
も
ま
た
流
暢
で
あ
つ
で
と

や
こ
ほ
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
（
0
8
，
冨
鴇
羅
離
”
8
M
お
O
o
黒
9
ρ
二
一
い
拷
β

伍
し
9
ρ
〔
剛
§
“
お
ω
少
署
●
図
簿
い
ぶ
●
邦
慣
約
七
翻
絵
）
o
（
中
墨
）

糊

介

○
ラ
ヅ
イ
ス
鰍
洲
政
治
史
概
観小

島
幸
　
蔀
戸
補

　
こ
の
書
物
の
原
書
で
あ
る
り
磐
騨
臼
い
p
苺
Φ
σ
q
珍
曾
9
群
畠
①
｝
紫
馨
。
マ
Φ

唱
。
無
ξ
毎
臼
｝
、
①
葺
。
唱
。
・
目
G
。
械
。
に
就
い
て
は
今
こ
と
薪
ら
し
く
紹
介
す
る
必

要
は
な
い
で
あ
ら
う
。
鐸
者
も
そ
の
序
文
で
遽
べ
ら
れ
て
る
る
如
く
男
建
欝

の
φ
o
び
興
鎌
①
団
℃
0
9
窪
（
訂
栂
嵩
。
鴛
罵
昌
⇔
駅
。
謀
。
ま
Φ
と
と
も
に
西
洋
史
概

説
書
中
の
古
典
的
名
蒋
で
あ
ら
う
。
我
國
に
於
い
て
も
、
既
に
古
く
廣
瀬
哲

士
氏
に
よ
っ
て
つ
駄
洲
政
治
史
概
論
」
（
大
正
六
年
東
京
）
と
し
て
繹
戯
せ
ら
れ

て
る
る
。
然
し
今
薪
ら
し
く
刊
行
せ
ら
れ
た
こ
の
小
島
氏
の
気
書
で
は
佛
交

漂
典
の
み
な
ら
ず
O
ぎ
ユ
霧
O
璽
＄
敏
の
英
課
本
も
馨
照
さ
れ
、
，
加
ふ
る
に
原

書
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
田
用
ふ
る
專
門
畢
生
の
滲
考
の
た
め
に
、
或
は
叉
回
般

動
転
の
理
解
を
資
け
る
た
め
に
、
懇
切
に
詳
細
な
補
註
が
附
加
せ
ら
れ
て
る

る
。　

ラ
ヅ
イ
ス
の
こ
の
書
は
、
そ
の
叙
遽
が
世
界
大
戦
以
前
に
止
ま
る
古
き
も

の
で
あ
の
、
偲
々
の
歴
史
纂
實
に
關
し
て
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
て
修

正
さ
る
べ
き
竜
の
を
含
ん
で
み
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
そ
の
簡
潔
に
し
て

明
断
な
表
現
の
中
に
複
灘
多
岐
な
る
鰍
洲
政
治
史
の
本
．
質
が
厭
…
縮
し
て
掘
握

せ
ら
れ
て
る
る
Q
麹
ち
そ
こ
に
は
、
「
慢
界
史
の
根
本
納
…
事
實
が
與
へ
ら
れ
つ

凱
、
鰍
…
洲
…
講
國
家
の
形
成
と
政
治
的
獲
展
し
と
が
實
に
鮮
か
に
し
る
さ
れ
て

み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
わ
れ
く
が
今
藏
、
顧
し
て
み
る
緊
誼
せ
る
複
灘
な
現
籔
の
構
勢
は
、
　
一
つ

に
は
國
際
寓
情
の
鋤
向
に
關
す
る
全
き
理
解
と
、
仙
方
に
は
駆
災
の
逡
行
に

魏
二
十
三
巻
　
嬢
一
號

八
七

（IS7）



報

於
け
る
政
潰
の
力
の
も
つ
重
要
性
の
再
興
…
討
　
　
薪
ら
し
き
猫
撫
隻
　
　
を

わ
れ
く
に
強
く
要
請
す
る
Q
ラ
ヴ
ィ
ス
の
こ
の
古
典
的
餐
著
を
繁
み
か
へ

す
こ
と
は
、
こ
の
要
諮
に
翻
し
て
決
し
て
無
釜
な
も
の
で
は
な
い
と
僑
ぜ
ら

れ
る
。
〔
東
京
泰
文
飛
護
行
、
四
六
版
、
点
穴
七
頁
、
秘
事
七
拾
銭
〕
（
蒲
川
）

彙

報

○
史
畢
研
究
會

　
例
露
　
十
二
一
百
（
土
）
午
後
一
蒔
牛
よ
り
交
學
部
史
寵
臣
第
一
流
艶
に
於

い
て
空
の
講
…
演
あ
り
、
…
閉
廷
四
隠
．
牛
頃
）

　
一
、
愚
（
茶
羅
の
表
現
に
蘭
囲
す
る
二
三
の
見
耀
…
　
　
　
　
上
野
　
照
夫
氏

　
　
　
　
（
本
誌
・
本
帯
揚
載
に
つ
き
梗
概
省
略
）

　
…
、
わ
が
國
分
寺
と
陪
…
唐
の
佛
教
政
策
並
に
宮
寺
　
　
塚
本
善
隆
蜀

　
聖
徳
太
子
の
漕
m
閣
政
策
が
、
佛
敏
を
山
丁
心
に
、
お
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
＋
七
條
憲
法
が
口
添
し
て
謄
り
、
ま
た
回
雪
に
も
わ
が
遣
唐
使
潔
撃
生

が
重
興
佛
法
の
天
子
の
國
へ
佛
法
を
學
ぶ
べ
く
來
た
っ
た
と
記
し
て
み
る
。

か
曳
る
澄
…
閣
政
策
は
、
「
両
家
の
佛
娼
敏
し
の
｛
敏
”
感
恩
が
発
～
國
蘭
…
に
ぬ
兀
豪
に
し
て

十
分
に
實
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
闘
分
寺
胴
は
畢
覚
か
塊
る
書
眉
の
完
成

に
他
な
ら
ぬ
。
　
一
方
晴
の
丈
帯
は
爾
北
朝
統
一
の
英
主
で
あ
っ
た
と
共
に
周

武
帯
磁
佛
の
後
を
承
け
て
震
興
佛
教
を
殆
ど
自
ら
の
使
命
と
し
、
儒
攣
を
諌

へ
て
佛
撤
を
治
國
の
串
心
に
お
く
が
如
き
、
支
郷
齋
王
に
類
粥
を
み
ざ
る
輿

佛
の
國
主
で
あ
っ
た
Q
太
子
の
十
七
條
憲
法
は
帝
…
の
家
庫
に
獲
麟
せ
ら
れ
、

第
ニ
ナ
三
轡
　
第
一
號

一
入
八

十
階
侠
は
次
の
蝿
帯
の
初
世
に
到
っ
て
み
る
。
太
子
の
佛
藪
政
策
は
交
野
の

そ
れ
に
潔
き
關
係
が
あ
り
、
忌
寸
生
も
亦
こ
れ
に
潔
き
興
昧
を
以
て
研
究
し

來
た
っ
た
と
思
は
れ
る
鴛
が
あ
り
、
更
に
州
縣
に
鱈
尼
両
三
を
置
く
詔
は
文

帯
に
見
る
こ
と
が
出
資
る
（
金
石
交
）
し
、
帝
の
晩
年
の
天
下
諸
甥
に
書
利
を

分
霧
し
搭
を
建
て
た
專
業
は
最
も
盛
な
購
業
で
あ
っ
た
し
、
佛
教
徒
を
感
激

せ
し
め
た
承
・
の
で
あ
っ
た
。

　
從
來
圓
分
寺
は
…
期
天
武
厩
の
大
雲
纏
寺
、
ゆ
宗
の
龍
興
寺
（
申
興
寺
V
、
玄
宗

の
開
…
元
等
の
模
倣
な
ど
と
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
が
、
そ
の
明
謹
は
な
い
Q
州
一

官
寺
の
考
は
趨
の
厳
繕
瓢
に
も
見
ら
れ
、
更
に
商
宗
は
乾
封
元
年
正
月
泰
肉
を

旧
説
し
、
天
下
講
粥
に
一
翻
一
寺
を
お
く
詔
を
出
し
て
み
る
。
葛
宗
以
來
劉

天
武
后
・
中
宗
・
玄
宗
と
、
瞭
鵬
代
申
央
の
恩
威
を
天
下
に
贈
す
べ
き
弼
官
寺

の
四
竃
が
行
は
れ
て
る
る
の
で
あ
っ
ド
＼
既
…
閻
わ
が
留
書
生
學
問
欝
が
盛
に

籔
の
文
物
佛
激
を
傳
へ
て
る
た
の
で
あ
る
Q
年
次
の
上
か
ら
は
大
雲
纒
寺
、

龍
興
寺
が
わ
が
國
労
寺
の
佛
勲
二
幅
の
上
に
整
然
た
る
齪
織
農
系
を
具
へ
た

も
の
と
は
絡
段
の
差
が
あ
る
Q
茶
寺
の
鉄
砧
と
臨
判
ず
る
よ
り
は
、
太
子
の
治

乱
政
策
の
必
然
の
白
髭
で
あ
り
、
太
子
三
眠
の
金
光
明
、
…
法
華
爾
…
大
粟
佛
難
ハ

の
信
揮
を
中
心
と
せ
る
録
太
國
家
佛
教
が
支
那
に
聴
く
参
返
さ
れ
て
み
る
腿

代
の
州
宮
寺
の
捌
脚
度
の
刺
戦
を
蒙
り
乍
ら
威
長
し
、
大
化
改
薪
の
申
央
集
纏

成
り
奈
良
町
都
な
り
し
後
に
、
金
光
明
丸
写
之
寺
、
洪
華
滅
罪
之
寺
と
し
て
、

全
麟
佛
激
々
化
網
…
を
成
就
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
一
縄
耽
意
味
に
於
い
て
、

路
…
文
・
鷲
の
佛
教
治
醐
政
策
を
そ
の
源
流
に
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
恩
ふ
云
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
洋
史
研
究
よ
り
纏
載
）

　
穴
働
　
十
一
鍔
二
十
一
爲
（
臼
）
に
照
和
十
二
無
臭
末
會
を
開
催
、
午
前
九

（　ISS　）


